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R I T A

EDUCATION

―
―
文
部
科
学
省
の
補
佐
官
で
教
育
政
策

を
長
年
担
当
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
の

学
校
教
育
の
現
状
を
ど
う
見
ら
れ
て
い
ま

す
か
。

鈴
木
　
２
０
０
０
年
代
に
O
E
C
D
（
経

済
協
力
開
発
機
構
）
に
よ
る
学
習
到
達

度
調
査
で
順
位
を
大
き
く
下
げ
て
、
経
済

界
な
ど
か
ら
「
ゆ
と
り
教
育
に
よ
る
学
力

低
下
」
と
批
判
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

２
０
１
２
年
に
は
日
本
の
15
歳
の
科
学
的

リ
テ
ラ
シ
ー
は
１
位
（
34
ヶ
国
中
）、
数

学
的
リ
テ
ラ
シ
ー
２
位
、
読
解
力
１
位

と
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
地
位
に
回
復
し

て
い
ま
す
。
2
0
1
8
年
で
も
読
解
力

は
書
く
力
が
落
ち
て
少
し
下
が
っ
た
も
の

の
、
科
学
・
数
学
は
依
然
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

で
す
。
ト
ッ
プ
を
競
う
中
国
と
の
大
き
な

違
い
は
、
日
本
の
「
共
同
的
問
題
解
決
能

力
」
が
1
位
で
あ
る
こ
と
で
、
中
国
が

O
E
C
D
の
平
均
以
下
で
あ
る
の
と
対
照

的
で
す
。

　
回
復
の
要
因
を
見
る
と
、
学
習
指
導
要

領
の
見
直
し
だ
け
で
な
く
、
教
員
が
朝
の

読
書
活
動
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
授
業
の
工
夫
を
し
た
こ
と
と
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
い
う
位
置
づ
け
で
地

域
の
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
放
課
後
の
個

別
学
習
指
導
を
行
う
な
ど
、
学
校
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
連
携
し
た
こ
と
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
学
校
教
育
の
現
場

で
「
共
同
的
な
問
題
解
決
」
を
示
し
た
と

言
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
一
つ
大
き
な
課
題
が

あ
り
ま
す
。
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
学
習

意
欲
が
O
E
C
D
加
盟
国
で
下
位
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
日
本
の
教
育
は
明
治
以
来
、

教
壇
か
ら
ワ
ン
ウ
ェ
イ
で
効
率
的
に
教
え
、

そ
れ
を
子
ど
も
た
ち
が
正
確
に
理
解
し
、

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
で
速
く
多
く
正
解
を
書

く
と
い
う
も
の
で
し
た
。
そ
の
た
め
教
室

で
の
一
斉
授
業
を
秩
序
よ
く
聞
き
、
そ
の

正
解
通
り
に
答
え
る
と
い
う
能
力
は
、
多

く
の
労
働
者
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
働
か

ね
ば
な
ら
な
い
工
業
社
会
で
は
必
須
で
し

た
。

　
け
れ
ど
も
、
近
年
産
業
構
造
が
大
き
く

変
わ
り
、
そ
の
よ
う
な
労
働
は
ロ
ボ
ッ
ト

や
A
I
に
よ
っ
て
代
替
さ
れ
、
な
く
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
の
オ
ズ
ボ
ー
ン
准
教
授
は
日
本
や
ア

メ
リ
カ
で
は
、
２
０
４
０
年
ま
で
に
現
在

の
50
％
近
い
就
労
者
の
仕
事
が
A
I
や
ロ

ボ
ッ
ト
に
代
替
さ
れ
、
な
く
な
る
と
い
う

予
測
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
人
間
の
仕
事
と
し

て
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
は
、
企
業
で
は

顧
客
の
深
い
ニ
ー
ズ
を
探
り
、
イ
ノ
ベ
ー

東京大学法学部卒業。通商産業省、慶應義塾大学助教
授を経て参議院議員（12年間）。文部科学副大臣（2期）、
文部科学大臣補佐官（4期）などを歴任。教育、医療、ス
ポーツ、文化、科学技術イノベーションに関する政策づ
くりや各種プロデュースを中心に活動。現在、大阪大学
招聘教授、千葉大学医学部客員教授、神奈川県参与、
OECD教育スキル局教育2030プロジェクト役員、World 
Economic Forum Global Future Council member, Asia 
Society Global Education Center Advisor, Teach for All 
Global board member、日本サッカー協会理事、ユニバー
サル未来推進協議会会長なども務める。

プロフィール

学
力
・共
同
性
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。

で
も
、学
習
意
欲
は
世
界
で
下
位
の

日
本
の
学
校
教
育
を
変
え
る
。

鈴
木 
寛
氏
（
東
京
大
学
政
策
大
学
院
／
慶
應
義
塾
大
学
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
教
授
）
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シ
ョ
ン
に
よ
り
そ
れ
に
応
え
る
商
品
開
発

や
販
売
手
法
を
創
造
す
る
こ
と
。
ま
た
、

地
球
環
境
問
題
や
経
済
格
差
な
ど
の
グ

ロ
ー
バ
ル
な
重
要
課
題
に
取
り
組
み
解
決

す
る
こ
と
や
、
も
の
ご
と
を
深
く
考
え
、

生
き
方
や
社
会
の
あ
り
方
の
よ
り
よ
き
方

向
を
見
出
す
こ
と
な
ど
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
あ
ら
か
じ
め
正
解
が
あ
る
の

で
は
な
く
、
人
間
が
自
ら
の
探
究
力
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
力
に
よ
っ
て
、
解
を
見

出
し
て
い
く
も
の
で
す
。
そ
の
基
本
と
な

る
の
は
、
仕
事
や
学
び
へ
主
体
的
に
関
わ

ろ
う
と
す
る
強
い
意
欲
で
あ
り
、
だ
か
ら

こ
そ
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
が

低
い
こ
と
は
大
き
な
問
題
な
の
で
す
。
子

ど
も
た
ち
に
自
己
肯
定
感
が
な
い
と
い
う

の
も
、
主
体
的
な
学
習
意
欲
が
な
い
「
や

ら
さ
れ
て
い
る
勉
強
」
だ
か
ら
で
し
ょ
う
。

―
―
学
習
意
欲
が
低
い
と
い
う
課
題
に
対

し
て
、
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
授
業
は

ど
の
よ
う
に
変
わ
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。

鈴
木
　
２
０
１
８
年
に
策
定
さ
れ
、
高
校

で
は
２
０
２
２
年
か
ら
始
ま
る
新
し
い
学

習
指
導
要
領
で
は
、「
主
体
的
・
対
話
的

な
深
い
学
び
」
を
掲
げ
、ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
の
ス
タ
イ
ル
で
探
究
的
に
学
ぶ
姿

勢
を
広
げ
、
子
ど
も
た
ち
の
主
体
的
な
学

習
意
欲
を
育
て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
学
び
は
学
校
の
中
だ
け
で
完
結
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
の
課
題
や
地

球
環
境
の
課
題
に
大
人
た
ち
が
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
る
姿
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

に
よ
っ
て
学
び
、
そ
こ
で
の
働
き
方
や
課

題
解
決
の
手
法
を
学
び
と
る
こ
と
を
重
視

し
て
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
と

い
う
方
針
も
掲
げ
て
い
ま
す
。
私
は
今
後

の
学
校
で
の
学
び
と
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
学
習
と
探
究
学
習
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
こ
の
よ
う
な
教
育
改
革
に
呼
応
す
る

動
き
は
大
学
や
企
業
に
も
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

鈴
木
　
慶
応
大
学
S
F
C
（
湘
南
藤
沢

キ
ャ
ン
パ
ス
）
で
は
、
一
般
の
ペ
ー
パ
ー

テ
ス
ト
の
入
試
で
入
っ
て
く
る
学
生
が
５

割
に
ま
で
下
が
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習

な
ど
を
体
験
し
た
A
O
入
試
で
入
っ
て

く
る
学
生
が
約
半
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
の
高
校
で
の
新
学
習
指
導
要

領
実
施
に
合
わ
せ
て
、
大
学
入
試
に
お
け

る
A
O
入
試
の
割
合
が
増
え
て
、
国
公
立

大
で
も
３
割
く
ら
い
に
な
る
と
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
一
人
ひ
と
り
の
高

校
生
が
学
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
探
究
が

合
格
判
定
の
指
標
に
な
り
ま
す
。

　
慶
應
S
F
C
の
私
の
ゼ
ミ
で
は
ま
さ

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
を
行
っ
て
お
り
、

N
P
O
の
創
始
者
や
起
業
家
が
多
く
出
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
N
P
O
で
は
カ
タ

リ
バ
、
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
。
起
業
家
で
は
ヤ

フ
ー
、ユ
ー
グ
レ
ナ
、ス
マ
ー
ト
ニ
ュ
ー
ス
、

気
仙
沼
ニ
ッ
ト
、
リ
タ
リ
コ
、
I
T
系
企

業
の
ト
ッ
プ
も
い
ま
す
。

　
今
、
企
業
で
は
S
D
G
s

（
S
u
s
t
a
i
n
a
b
l
e 

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t 

G
o
a
l
s
）
が
社
会
性
の
あ
る
共
通

価
値
観
と
な
り
、
世
界
中
の
国
家
・
企

業
・
N
P
O
の
共
通
言
語
と
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
S
D
G
s
に
謳
わ
れ
て
い
る

17
の
分
野
で
の
目
標
の
実
現
と
い
う
「
共

通
価
値
観
の
創
造
（
C
r
e
a
t
i
o
n 

S
h
a
r
e
d 

V
a
l
u
e
）」
に
よ
り
、

社
会
価
値
と
経
済
価
値
の
同
時
実
現
を
目

指
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　
O
E
C
D
諸
国
の
若
年
世
代
は
「
ミ

レ
ニ
ア
ム
世
代
」
と
呼
ば
れ
、
経
済
価
値

だ
け
で
は
な
く
社
会
価
値
を
追
求
す
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
国
連
や
ダ
ボ

ス
会
議
で
演
説
す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
高

校
生
・
グ
レ
タ
さ
ん
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
地
球
環
境
問
題
な
ど
の
社
会
価
値
を

追
求
す
る
若
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
企
業

で
も
若
い
人
の
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ア
ッ
プ
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
、

S
D
G
s
に
よ
り
企
業
価
値
を
高
め
る
と

と
も
に
、
人
材
登
用
を
図
る
指
標
と
し
て

普
及
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

―
―
今
、
地
球
環
境
問
題
や
世
界
的
な
経

済
格
差
、
テ
ロ
と
戦
争
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル

レ
ベ
ル
の
重
要
な
課
題
が
数
多
く
あ
り
、

国
連
や
国
際
社
会
、
教
育
の
あ
り
方
が
大

き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。

鈴
木
　
は
い
。
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大

震
災
の
時
に
巨
大
な
津
波
に
襲
わ
れ
た
釜

石
の
小
・
中
学
校
で
、
学
校
に
い
た
生
徒

た
ち
を
全
員
救
っ
た
「
釜
石
の
奇
跡
」
が

あ
り
ま
し
た
。
事
前
の
防
災
教
育
で
津
波

を
想
定
し
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
十
分
学

ん
で
い
た
の
で
す
が
、そ
の
中
で
「
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
頼
る
な
」「
ど
ん
な
時
に
も
ミ
ス
を

恐
れ
ず
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
」「
指
示
を
待
た

ず
に
率
先
者
に
な
る
」
と
い
う
教
育
が
な

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
度
は

想
定
し
て
い
た
安
全
な
と
こ
ろ
ま
で
逃
げ

た
子
ど
も
た
ち
が
、
さ
ら
に
巨
大
な
津
波

が
来
る
と
自
分
た
ち
で
考
え
て
、
も
っ
と

高
い
と
こ
ろ
へ
逃
げ
て
助
か
っ
た
の
で
す
。

　
我
が
国
は
、
20
世
紀
の
正
解
の
あ
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
型
の
教
育
に
は
成
功
し
ま
し
た

が
、
今
後
は
釜
石
の
よ
う
に
想
定
外
を
生

き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
教
育
に
シ
フ
ト
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

―
―
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行

に
よ
っ
て
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
状
態
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
未
曾
有
の

危
機
に
直
面
す
る
と
、
社
会
と
対
話
し
て

自
分
た
ち
で
考
え
行
動
で
き
る
教
育
が
必

要
と
感
じ
ま
す
。
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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定
時
制
高
校
が
取
り
組
む 

ユ
ニ
ー
ク
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
。

　
午
前
・
午
後
・
夜
間
の
三
部
定
時
制

で
、
単
位
制
の
市
立
札
幌
大
通
高
等
学
校

は
、
平
成
20
年
（
２
０
０
８
年
）
の
開
校

当
初
か
ら
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
キ
ャ

リ
ア
教
育
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（Problem

 Based 
Learning

、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
）、
問
題

解
決
型
授
業
な
ど
に
取
り
組
み
、
学
校
外

の
方
々
と
連
携
す
る
教
育
実
践
を
数
多
く

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
（
２
０
１
２
）
か
ら
は
、
シ

テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
育
成
す
る
「
ミ
ツ
バ

チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
か
ら
蜂
蜜
・
菓
子

な
ど
の
商
品
開
発
、
札
幌
大
通
公
園
や
東

京
銀
座
で
の
販
売
ま
で
、
高
校
生
が
主
体

的
に
担
う
〝
教
科
横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
学
習
〞で
す
。
そ
こ
か
ら
誕
生
し
た「
天

然
蜜
食
べ
隊 

初
夏
の
百
花
蜜
」
は
、
最
も

美
味
し
い
蜂
蜜
を
選
ぶ
コ
ン
テ
ス
ト
「
ハ

ニ
ー
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」（
平
成
30
年
）

で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
ほ
ど
本
格
的
で

す
。
審
査
員
か
ら
「
花
の
香
り
が
強
く
、

香
り
も
良
い
。
非
常
に
な
め
ら
か
」
と
評

価
さ
れ
た
こ
の
蜂
蜜
は
、
札
幌
大
通
高
校

の
巣
箱
か
ら
北
海
道
大
学
の
植
物
園
ま
で

飛
ん
で
行
っ
て
原
生
林
に
自
生
す
る
花
々

の
蜜
を
採
取
し
て
い
る
か
ら
美
味
し
い
の

で
す
。

札幌大通高校が作る「天然蜜食べ隊 初夏の百花蜜」。背景の森は約13haの北大植物園。

北海道の原生林の姿を残す北大の植物園。

商品のデザインもネーミングも
毎年生徒が考える。

ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
！

生
徒
が
養
蜂
し
た
ミ
ツ
バ
チ
が

地
域
や
社
会
と
つ
な
が
る〝
パ
ス
ポ
ー
ト
〞に
。

北
海
道
札
幌
市
｜
市
立
札
幌
大
通
高
等
学
校
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生徒の感想
　ミツバチプロジェクトに関わりたいと思ったきっかけは二つあります。
一つ目は、先輩たちが忙しくも楽しそうに総合実践（商品開発・マーケ
ティング・販売実習）の授業で活動している様子を見たり話を聞いたり
して、私もチャレンジしたいと思いました。二つ目は、アルバイトなど
の社会経験を全くしたことがなかったので、ものを販売したり接客をし
たりしてみたかったからです。際に経験してみるとアルバイトなどでは
経験できないような、自分たちで考えて行動しなければならないことが
たくさんありました。

校内での養蜂の様子。

センチュリーロイヤルホテルのシェフと真剣に打ち合わせ。

巣箱も生徒たちが製作したもの。

「
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が 

学
校
と
社
会
を
つ
な
ぐ
。

　「
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
は
、
授

業
や
委
員
会
や
部
活
動
と
し
て
、
ま
た

は
個
人
の
立
場
で
教
員
も
生
徒
も
柔
軟
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
高

校
に
隣
接
す
る
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
学

社
融
合
講
座
が
開
か
れ
、
市
民
の
受
講
生

も
養
蜂
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
養
蜂
を
は
じ
め
、
商
品
デ

ザ
イ
ン
、
販
売
場
所
の
確
保
な
ど
、
ミ
ツ

バ
チ
が
社
会
と
つ
な
が
る
パ
ス
ポ
ー
ト
と

な
っ
て
き
た
の
で
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
情
報
発
信
は
生
徒
の

運
営
す
る
メ
デ
ィ
ア
局
が
担
っ
て
い
ま
す
。

蜂
の
飼
育
状
況
か
ら
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
の
模
様
ま

で
丁
寧
に
取
材
し
、
ブ
ロ
グ
や
地
元
Ｆ
Ｍ

で
発
信
し
て
い
ま
す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
興
味
を
持
っ
て
札

幌
大
通
高
校
を
受
験
す
る
中
学
生
も
増
え

て
き
た
と
い
い
ま
す
。

ミ
ツ
バ
チ
か
ら
広
が
る
学
び
の
場
。 

地
元
ホ
テ
ル
と
連
携
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
４
年
目
に
は
、
生
徒
が

有
志
で
参
加
す
る
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
い

く
つ
も
生
ま
れ
、
新
た
な
連
携
も
始
ま
り

ま
し
た
。
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の

つ
な
が
り
が
、
次
の
つ
な
が
り
を
呼
ん
で

い
る
の
で
す
。

　
札
幌
大
通
高
校
は
地
元
資
本
の
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
と
「
包
括
連

携
と
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
結
び
ま
し

た
。
と
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ホ
テ
ル
支
配

人
と
知
り
合
い
、
蜂
蜜
を
試
食
し
て
も
ら

い
同
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
話
し

た
と
こ
ろ
、
朝
食
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
に
蜂
蜜
が

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
へ
の
職
場
見

学
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
受
け
入
れ
て

も
ら
い
、
日
常
的
な
信
頼
の
積
み
重
ね
に

商品のデザインもネーミングも
毎年生徒が考える。立地環境に恵まれた札幌大通高校。

よ
り
協
定
締
結
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。
書

道
部
の
生
徒
が
書
い
た
作
品
が
ホ
テ
ル
の

宴
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
採
用
さ
れ
た
り
、

ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ
か
ら
「
高
校
生
チ
ャ
レ

ン
ジ
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
出
品
料
理

へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
、
商
品
や
企

画
開
発
な
ど
互
い
に
協
力
し
合
っ
て
い
ま

す
。札幌駅

大通公園

北海道大学
北方植物園

北海道大学

北海道庁

札幌市役所札幌大通
高校



西野功泰先生の言葉

進路指導担当・平野淳也先生の言葉

　3月のある日、校舎内の巡視をしていると、ミツバチプロジェク
トに関わる授業がいくつか行われていました。商業科の総合実践で
はプレゼン大会に向けた練習が大詰めを迎えていました。プレゼン
では販売実習やコンテスト出場を通して学んだことが発表されま
す。この発表が新しい生徒たちの気持ちに火をつけ、次年度へとバ
トンが引き継がれています。
　隣の養蜂場では、越冬のため屋内に大切に保管していた巣箱を取
り出して、教員とボランティアの方々が蜂の生存確認をしていると
ころでした。新聞記者とメディア局の生徒たちの姿もあります。
　こうした風景が校内に今や定着した背景には、教科の枠を超えた
授業実践、地域での課外活動、外部連携、そして生徒と教員の挑戦
の積み重ねの成果だと実感しました。

　3部定時制の本校では、貧困や発達障害、引きこもりという問題
を抱える子どもたちも多く、「この子たちへ何かできることはない
か？」と思い、学校外の福祉系 NPOと連携することを始めました。
プロジェクトに取り組む生徒たちは西野先生が引っ張り、そこで悩
んだ生徒やさまざまな課題を抱える子どもたちは私が担うというよ
うな分担をしています。
　私は今、「校内居場所カフェ」に取り組んでいます。企業や福祉
系 NPOなど外部の人に日を定めて来てもらい、子どもたちと触れ
合って、話し合う場を本校の玄関を入った広場的な場所で開催して
います。
　ここの子どもたちは学校でのコミュニケーションで挫折したとい
う子が多いのですが、外部の大人たちと接触して楽になり、少しず
つ心を開いて悩みを話し合えるようになります。福祉系 NPOだけ
でなく企業も人が足りないので、大通り高校から就職してくれる子
がいればありがたいという気持ちもあって協力してくれています。
このような対話の中から生徒が社会で働くというイメージを育んだ
り、就職後もサポートしてくれる福祉系 NPOと出会うことができ
るのです。

6

道
外
進
出
、 

東
京
銀
座
で
も
販
売
！

　
平
成
28
年
（
２
０
１
８
）
に
は
東
京
・

銀
座
で
開
催
さ
れ
た
「
は
ち
み
つ
フ
ェ
ス

タ
」
に
出
店
し
、
生
徒
２
名
が
蜂
蜜
販
売

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
北

海
道
内
で
の
販
売
で
は
商
品
自
体
や
学
校

に
つ
い
て
聞
か
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
が
、
東
京
で
は
北
海
道
や
札
幌
に
つ

い
て
の
質
問
が
多
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

「
生
徒
に
と
っ
て
は
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
す

地
域
に
つ
い
て
見
つ
め
直
す
よ
い
機
会
に 100以上の出品の中から札幌大通高校の蜂蜜が最優秀賞に選ばれた。

銀座のはちみつフェスタで商品を詳しく丁寧に説明する生徒たち。イベントを通して子どもたちへの食育も行う。

も
な
っ
た
よ
う
で
す
」
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
担
っ
て
き
た
西
野
先
生
は
ふ
り
返
り
ま

す
。

　
世
界
中
の
蜂
蜜
が
集
め
ら
れ
た
会
場

内
を
興
味
津
々
に
歩
き
回
っ
た
生
徒
た
ち

は
、「
こ
ん
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
蜂
蜜
が
あ
り

ま
し
た
！
」「
あ
そ
こ
の
ブ
ー
ス
の
レ
イ
ア

ウ
ト
が
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
、
生
徒
自

ら
探
究
を
深
め
た
よ
う
で
す
。
２
日
間
の

出
展
期
間
中
、
生
徒
は
教
員
の
助
け
を
借

り
ず
に
販
売
を
や
り
抜
き
ま
し
た
。
４
年

生
の
生
徒
は
、
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
関
わ
る
講
座
を
す
べ
て
受
講
し
て
い
た

た
め
、
環
境
・
植
物
・
調
理
・
養
蜂
の
基

礎
知
識
を
身
に
つ
け
て
お
り
、
来
場
者
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
蜂
や
蜂
蜜
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
質
問
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

し
た
。
そ
の
姿
は
大
変
頼
も
し
く
、
ミ
ツ

バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
学
び
の
可
能
性
が

凝
縮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

◎
は
ち
み
つ
フ
ェ
ス
タ

蜂
蜜
の
資
格「
は
ち
み
つ
マ
イ
ス
タ
ー
」を
運
営
す
る
一
般
社

団
法
人
日
本
は
ち
み
つ
マ
イ
ス
タ
ー
協
会
主
催
。
フ
ェ
ス
タ

で
は
世
界
各
地
の
蜂
蜜
１
０
０
種
が
購
入
で
き
る
他
、
蜂
蜜

の
様
々
な
使
い
方
が
学
べ
る
。

（
参
照
：
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
践
報
告
書
）
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イベントを通して子どもたちへの食育も行う。

　「
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
の
Ｐ

Ｂ
Ｌ
を
、
札
幌
大
通
高
校
で
は
ど
の
よ
う

に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
落
と
し
込
ん
で
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
ま
で
札
幌
大
通
高
校
で
は
、
４

年
間
で
卒
業
で
き
な
い
ケ
ー
ス
や
進
路
未

定
の
ま
ま
卒
業
す
る
生
徒
が
多
く
い
る
と

い
っ
た
定
時
制
高
校
な
ら
で
は
の
問
題
を

抱
え
て
い
ま
し
た
。
主
な
原
因
は
、
対
人

関
係
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
不
登
校

な
ど
で
す
。
地
域
社
会
の
中
で
、
生
徒
た

ち
が
ど
の
よ
う
に
自
己
理
解
し
、
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
を
立
て
、

自
立
し
た
姿
を
未

来
に
描
け
る
よ
う
に

な
る
か
。
学
校
を
巣

立
っ
て
い
く
生
徒
た

ち
に
学
ば
せ
た
い
こ

と
は
何
か
。
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
軸
に
教
育

課
程
の
再
編
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
浮
上
し
た

の
が
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
活
用
で
す
。
札
幌
大
通

高
校
で
は
１
０
０
を
超
え
る
科
目
の
中
か

ら
、
生
徒
自
身
が
興
味
関
心
に
合
わ
せ
て

時
間
割
を
作
成
し
ま
す
。
地
域
連
携
・
教

科
横
断
型
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
一

つ
で
あ
る「
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、

既
存
の
授
業
に
「
蜂
蜜
」
や
「
ミ
ツ
バ
チ
」

が
教
材
と
し
て
取
り
込
ま
れ
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
キ
ャ
リ
ア
探
求
型
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、

合
同
会
社
ア
ニ
マ
ド
ー
レ
と
協
働
で
つ
く

ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
ニ
マ
ド
ー
レ
は
、
高

校
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
事

務
局
を
立
ち
上
げ
時
に
担
っ
て
い
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
に
は
大
学
や
民
間
企
業
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家
が

揃
っ
て
お
り
、
大
通
高
校
の
西
野
先
生
も

メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
す
。

　
同
校
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
テ
ー
マ
は
、
生
産
者

と
カ
ス
タ
マ
ー
を
つ
な
ぐ
食
農
教
育
体
験

で
す
。
生
徒
た
ち
は
自
分
の
興
味
に
合
わ

せ
て
ア
ニ
マ
ド
ー
レ
で
の
４
つ
の
コ
ー
ス

（
フ
ァ
ー
ム
イ
ン
、
販
売
体
験
、
商
品
開
発

体
験
、
広
報
Ｐ
Ｒ
体
験
）
か
ら
選
択
し
ま

す
。
教
材
は
ど
れ
も
「
本
物
」
で
、
現
場

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
協
働
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

創
造
は
、
地
域
連
携
の
新
し
い
あ
り
方
に

な
り
ま
し
た
。

教科横断型「ミツバチプロジェクト」～生産から広報まで～

実践教科テーマ

動物の生態（ミツバチの観察・飼育・採蜜）

工芸（巣箱、継箱、巣枠などの道具作り）

総合実践（商品開発・マーケティング

フードデザイン（コンテストへの参加）

発達と保育（園児への食育）

蜂蜜を使ったお菓子作り研修会

国語総合（商品名考案）

英語での商品パンフレット作成

書道（ラベルデザイン）

ラベルデザイン

総合実践（販売実習）

校内外での取材・情報発信

1 生産

2 商品開発

3 加工

4 販売

5 広報

理科

芸術科

情報・商業科

家庭科

PTA

国語科

外国語科

芸術科

美術部

情報・商業科

メディア局

◎
ア
ニ
マ
ド
ー
レ

食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
専
門
家
育
成
を
行
う
。「
ア
ニ
マ
ド
ー
レ
」

（
生
産
者
と
生
活
者
を
つ
な
ぎ
、
食
の
大
切
さ
を
伝
え
る
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
）の
育
成
と
食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
確
立
、
北

海
道
の
一
次
産
業
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
い
る
。

Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
活
か
す
た
め
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
。
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北
海
道
全
域
で
予
選
を
突
破
し
た
高
校
10
校
が
参

加
す
る「
高
校
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス

ト
」。
今
年
度
で
７
回
目
を
迎
え
た
こ
の
コ
ン
テ
ス

ト
は
、
単
に
食
味
を
競
う
の
で
は
な
く
、「
キ
ャ
リ

ア
探
求
学
習
」と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
徒
が
学
校
を
出
て
地
元
で
学
び
、
生
産
者
や
加
工

者
、
料
理
人
と
と
も
に
工
夫
し
て
、「
わ
が
ま
ち
グ

ル
メ
」の
開
発
に
挑
む
。
名
産
に
よ
る
地
域
活
性
を

図
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
で
す
。
参
加
校
に
は
、
メ
ニ
ュ
ー
を
工
夫
す
る
探
究
的
な
取
り
組
み

や
、
本
物
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ワ
ー
ク
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
コ
ン
テ
ス
ト
を
立
ち
上
げ
、
全
道
に

食
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
を
拡
大
す
る
仕
組
み
を
作
っ
た
札
幌
大
通
高
等
学
校
の
西
野
先
生
に

コ
ン
テ
ス
ト
当
日
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

地
域
と
高
校
生
が
喜
び
を 

分
か
ち
合
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

―
―
活
気
あ
ふ
れ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
グ
ル
メ

コ
ン
テ
ス
ト
で
す
が
、
北
海
道
の
高
校
生

が
つ
く
っ
た
料
理
を
ど
の
よ
う
な
基
準
で

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

西
野
　
専
門
家
に
よ
る
審
査
は
地
域
と
の

連
携
、料
理
づ
く
り
の
現
場
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
原
価
計
算
な
ど
の
採
算
性
、
そ
し
て

食
味
や
見
た
目
な
ど
の
料
理
そ
の
も
の
へ

の
評
価
で
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
出
店

し
て
い
る
10
校
の
ブ
ー
ス
に
並
ん
で
い
る

料
理
を
、
一
般
参
加
者
が
食
券
を
買
っ
て

味
わ
い
、
味
や
見
栄
え
、
生
徒
の
頑
張
り

な
ど
で
評
価
し
て
投
票
す
る
点
数
も
あ
り

ま
す
。
最
終
的
に
審
査
員
と
合
わ
せ
た
総

合
得
点
で
評
価
し
ま
す
。

―
―
ま
さ
に
今
か
ら
料
理
の
コ
ン
テ
ス
ト

が
始
ま
り
ま
す
が
、
過
去
に
は
ど
の
よ
う

な
料
理
が
優
勝
し
て
い
る
の
で
す
か
。

西
野
　
昨
年
は
、
羅
臼
昆
布
で
有
名
な
知

床
半
島
の
羅
臼
高
校
に
よ
る
昆
布
を
使
っ

た
料
理
が
優
勝
し
ま
し
た
。
地
元
で
ニ
シ

ン
が
大
漁
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
脂
が

の
っ
た
ニ
シ
ン
と
羅
臼
昆
布
の
出
汁
で
炊

い
た
ご
飯
を
詰
め
込
ん
だ「
ら
う
す
コ
ロ
ッ

と
飯
」
と
い
う
料
理
で
し
た
。

　
こ
の
高
校
は
通
算
６
回
の
コ
ン
テ
ス
ト

で
４
回
優
勝
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本

コ
ン
テ
ス
ト
の
意
義
は
順
位
を
決
め
る
こ

と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
予
選
を
突
破
し

た
10
校
に
い
ろ
い
ろ
な
賞
を
用
意
し
て
、

「
受
賞
し
た
」
と
い
う
成
果
を
地
元
に
持

ち
帰
り
、
連
携
し
た
地
域
の
人
々
と
一
緒

に
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
て
も
ら
う
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
高
校
生
は
地
域
で
食
に
関
わ

る
プ
ロ
た
ち
と
コ
ラ
ボ
し
て
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
成
果
を
実
感
で
き
る
の
で
す
。
地

域
の
大
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
次
代
を
担

う
高
校
生
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
一
緒
に
地

元
の
新
た
な
名
産
を
生
み
出
す
と
い
う
や

2018年のコンテストでグランプリと商品企画賞をＷ受賞した
羅臼高校の「らうすコロッと飯」

食
を
通
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
で
、

学
校
を
社
会
に
開
い
て
い
く
。

取
材
・
文
／
金
井
文
宏
（
本
誌
）

高校生チャレンジグルメ
コンテスト

実行委員会　事務局長
西野功泰先生

（札幌大通高等学校／商業科）
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り
甲
斐
と
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。

―
―
高
校
生
に
と
っ
て
は
、
本
気
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
、

実
践
的
な
深
い
学
び
が
得
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
野
　
そ
う
で
す
ね
。
商
品
企
画
賞
を

と
っ
た
料
理
な
ど
、
出
品
さ
れ
た
料
理
か

ら
、
本
物
の
商
品
に
な
る
も
の
も
多
く
あ

り
ま
す
か
ら
ね
。

地
域
学
習
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を 

全
道
に
広
げ
た
い
。

―
―
こ
の
取
り
組
み
は
、
文
科
省
の
新
し

い
指
導
要
領
に
あ
る
「
社
会
に
開
か
れ
た

教
育
課
程
」
の
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
な

る
よ
う
な
も
の
で
す
ね
。
西
野
先
生
の
所

属
す
る
札
幌
大
通
高
校
で
は
、「
ミ
ツ
バ

チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
な
ど
地
域

の
人
々
と
共
に

取
り
組
む
食
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
習
に
積
極
的

で
す
ね
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
北
海
道
全
域
に
広
め
よ

う
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
を

始
め
た
の
は
ど
の
よ
う
な
お
考
え
か
ら
で

す
か
。

西
野
　
札
幌
市
以
外
の
地
方
の
高
校
が
地

域
の
人
と
何
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

も
う
と
し
た
時
に
、「
予
算
が
な
い
か
ら

あ
き
ら
め
る
」
と
い
う
こ
と
が
多
く
、
こ

の
地
域
格
差
を
な
く
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
コ
ン
テ
ス
ト
へ
の
出
場
費
用
、
交
通

宿
泊
費
、
料
理
制
作
の
材
料
購
入
費
な
ど

は
、コ
ン
テ
ス
ト
の
事
務
局
を
担
う
「
コ
ー

プ
さ
っ
ぽ
ろ
」
を
は
じ
め
、
北
海
道
の
企

業
が
負
担
し
て
く
れ
て
い
ま
す
（
合
計

５
０
０
万
円
）。

―
―
食
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
を
全
道
に

広
げ
て
い
く
た
め
に
、
コ
ン
テ
ス
ト
と
い

う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
で
き
た
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
コ
ン
テ
ス
ト
の
立
ち
上
げ

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
で
す
か
。

西
野
　
最
初
に
道
立
高
校
の
教
員
に
な
っ

た
時
の
採
用
同
期
の
９
人
の
教
員
に
声
か

け
を
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
離
島
の
高
校

に
赴
任
し
た
り
、
予
算
が
な
い
高
校
で
苦

労
す
る
な
ど
、
地
域
連
携
の
取
り
組
み
が

ま
っ
た
く
な
い
高
校
に
い
ま
し
た
が
、
費

用
が
主
催
者
持
ち
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

コ
ン
テ
ス
ト
参
加
へ
と
動
い
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
道
立
高
校
の
校
長
会
で
も
Ｐ

Ｒ
を
さ
せ
て
も
ら
い
、
校
長
か
ら
勧
め
ら

れ
て
参
加
し
て
く
れ
た
高
校
も
あ
り
ま

す
。

　
私
は
商
業
科
の
教
諭
だ
っ
た
の
で
、
食

の
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ら
参
加
で
き
る
と
い
う
商
業
科
の
先
生

に
も
声
を
か
け
ま
し
た
。
当
時
は
商
業
高

校
の
「
生
き
残
り
策
」
が
問
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
そ
ん
な
消
極
的
な
策
で
は
な
く
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
学
び
の
「
出
口
」

と
し
て
本
物
の
商
品
づ
く
り
を
行
う
場
が

あ
る
こ
と
を
示
し
た
か
っ
た
の
で
す
。

　
高
校
が
や
る
気
を
出
し
て
く
れ
れ
ば
、

各
校
の
参
加
形
態
は
料
理
ク
ラ
ブ
な
ど
の

「
部
活
」
で
も
、「
総
合
的
な
学
習
」
な
ど

「
授
業
」
の
一
環
で
も
い
い
こ
と
に
し
ま
し

た
。
札
幌
大
通
高
校
で
は
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ

ブ
で
あ
る
「
遊
語
部
」
に
所
属
す
る
生
徒

が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ワ
ー
ク
と
し
て
取
り
組
ん

だ
り
、「
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
授

業
の
一
環
と
し
て
生
徒
が
参
加
す
る
な
ど
、

ア
メ
ー
バ
的
に
取
り
組
み
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
私
は
授
業

担
当
の
立
場
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
今
日
、
檀
上
で
発
表
し
た
生
徒
は
、
灘

（
兵
庫
県
神
戸
市
）の
酒
蔵
会
社「
沢
の
鶴
」

と
甘
酒
を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
参

加
す
る
リ
ー
ダ
ー
で
す
が
、
札
幌
市
立

の
進
学
校
か
ら
本
校
へ
転
校
し
た
生
徒
で

す
。
転
校
後
も
悩
む
こ
と
が
あ
り
、
体
調

を
崩
し
て
休
学
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

休
学
中
に
半
年
間
、
東
京
に
行
き
、
ホ
テ

ル
で
住
み
込
み
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
自
分
を
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
復
学
し
て
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
画
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
働
き
な
が
ら

学
ぶ
生
徒
も
い
る
定
時
制
の
よ
い
と
こ
ろ

は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
「
社
会
に
開
か

れ
た
教
育
課
程
」。
学
校
の
外
で
成
長
し

た
生
徒
を
受
け
入
れ
、
チ
ャ
ン
ス
を
与
え

ら
れ
る
場
と
な
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
休
学
し
て
働
い
て
、
ま
た
復
学
で
き

る
と
い
う
の
は
定
時
制
高
校
の
よ
さ
で
す

高校生チャレンジグルメコンテスト。（HPより）
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ね
。
先
生
た
ち
が
、
学
外
で
の
成
長
も
含

め
て
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
ず
っ
と
見

守
っ
て
い
る
ん
だ
な
と
感
動
し
ま
す
。

西
野
　
市
立
に
移
管
さ
れ
て
食
物
調
理

科
で
有
名
に
な
っ
た
北
海
道
三
笠
高
校
な

ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
に
真
剣
に
取
り

組
む
先
進
的
な
高
校
で
も
、
生
徒
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
に
高
揚
し
た
ま
ま
大
学

や
専
門
学
校
へ
進
み
、
失
望
・
失
速
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
高
校
で
の
探
究
学
習

が
大
学
な
ど
で
の
研
究
へ
と
つ
な
が
ら
な

い
の
で
す
。「
大
学
で
は
や
る
こ
と
が
な
い
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
場
が
な
い
」
と
い
う
声

を
聴
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
私
は
「
大

学
で
も
受
け
身
で
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
自

分
で
創
り
出
し
て
い
く
学
生
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
生
徒
を
送
り
出
せ
る
よ
う
な
教

育
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
本
校
の
生
徒
は
、
中
学
校
で
不
登
校
の

経
験
の
あ
る
生
徒
も
多
い
の
で
す
が
、
大

通
高
校
に
来
て
、
居
場
所
や
活
動
す
る
場

を
見
つ
け
て
元
気
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
社
会
や
大
学
へ
行
っ
て
再

び
何
も
で
き
な
い
状
況
に
戻
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
く
、
そ
こ
で
も
う
一
度
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
よ
う
と
い
う
生
徒
を
生
み
出
す
学

校
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
、
今
回
の
「
さ
っ
ぽ
ろ
た
ま
コ

ロ
ッ
ケ
」
の
企
画
も
、
担
当
の
先
生
方
は

意
思
決
定
を
生
徒
に
任
せ
、
自
分
た
ち
の

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
企
画
を
決
め
る
こ
と
に

委
ね
ま
し
た
。
そ
こ
へ
至
る
ま
で
に
は
、

教
員
側
の
声
か
け
か
ら
彼
ら
の
方
向
性
や

意
欲
が
出
る
よ
う
に
仕
掛
け
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
に
「
何
か
や
り
た
い
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
」
と
い
う
き
っ
か
け
を
つ
く

る
の
が
、
教
員
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

―
―
中
学
校
で
は
う
ま
く
な
じ
め
な
か
っ

た
生
徒
た
ち
が
、
大
通
高
校
に
来
て
動
き

た
く
な
る
き
っ
か
け
は
何
で
し
ょ
う
か
。

西
野
　
大
通
高
校
に
は
「
キ
ャ
リ
ア
探
究

掲
示
板
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。「
ア

ニ
マ
ド
ー
レ
」
と
い
う
農
作
業
教
育
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
ま
ち
な
か
の
職
業
体
験
、

さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
課
外

活
動
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
生
徒
が
エ

ン
ト
リ
ー
す
る
た
め
の
掲
示
板
で
す
。
こ

れ
ら
の
活
動
の
場
は
期
間
限
定
の
企
業
で

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
は
な
く
、
普
段

の
学
校
教
育
の
中
で
「
本
物
の
ワ
ー
ク
」

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

食
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を 

築
く
た
め
に
。

―
―
現
在
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
グ
ル
メ
コ
ン
テ

ス
ト
の
運
営
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

西
野
　
参
加
す
る
学
校
の
担
い
手
と
な
る

先
生
方
の
顔
は
見
え
て
お
り
、
当
初
は
道

内
の
教
員
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
運
営

し
て
い
ま
し
た
。
７
年
目
に
な
っ
て
、
イ

ベ
ン
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
付
い
て
き
て
、

「
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
」
は
じ
め
、
教
員
以
外

の
企
業
・
団
体
が
担
い
手
と
し
て
参
画
し

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
運
営
組
織
が
強

化
さ
れ
ま
し
た
。
事
務
局
も
大
通
高
校
か

ら
地
元
企
業
へ
、現
在
で
は
「
コ
ー
プ
さ
っ

ぽ
ろ
」
へ
と
移
り
ま
し
た
。
参
加
す
る
各

校
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
も
、
大
通
高
校

の
よ
う
に
学
校
が
〝
ハ
ブ
〞
と
な
っ
た
地

域
の
生
産
者
・
事
業
者
た
ち
と
の
つ
な
が

り
が
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。
今
で
は
コ

ン
テ
ス
ト
を
担
当
し
て
き
た
先
生
が
異
動

し
て
も
、
地
域
の
人
々
が
新
た
な
先
生
を

交
え
て
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

―
―
こ
う
し
た
北
海
道
全
域
で
の
取
り
組

み
を
始
め
ら
れ
る
前
に
は
、
西
野
先
生
は

大
通
高
校
で
ど
の
よ
う
な
教
育
を
展
開
さ

れ
て
い
っ
た
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

西
野
　
現
在
、
教
職
大
学
院
に
通
い
、
大

通
高
校
で
の
教
育
実
践
を
長
期
実
践
報
告

書
に
ま
と
め
て
い
ま
す
が
、
３
段
階
で
展

開
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
大
通
高
校

内
で
の
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う

今年度のチャレンジグルメ大賞を受賞した、札幌大通
高校による伝統野菜を使った「さっぽろたまコロッケ」。

一次審査でのプレゼンテーションの様子。

各校が地元の名産を使った料理に挑む。
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に
教
科
横
断
型
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
を

つ
く
り
、
生
徒
と
教
員
の
つ
な
が
り
を
濃

く
し
た
段
階
。
次
に
「
キ
ャ
リ
ア
探
究
学

習
」
と
し
て
学
校
の
外
の
地
域
（
札
幌
都

市
圏
）
の
大
人
や
〝
本
物
〞
と
つ
な
が
り

を
つ
く
っ
て
い
っ
た
段
階
。
そ
し
て
全
道

に
拡
大
し
て
い
く
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
を

つ
く
り
上
げ
た
段
階
。

　
大
学
院
な
ど
で
、道
外
の
先
生
か
ら
「
高

校
の
教
育
活
動
に
こ
ん
な
に
多
く
の
学
外

の
人
が
集
ま
っ
て
協
力
し
て
く
れ
る
の
は

な
ぜ
か
？
」
と
聞
か
れ
ま
す
。
し
か
し
、

実
は
シ
ン
プ
ル
で
、「
商
業
科
の
授
業
ど

う
し
よ
う
？
」
と
考
え
る
中
で
生
ま
れ
て

き
た
も
の
で
す
。
ハ
チ
ミ
ツ
を
つ
く
る
と

こ
ろ
か
ら
消
費
者
に
届
け
る
と
こ
ろ
ま
で

「
本
物
を
作
っ
て
売
る
」
と
い
う
商
業
科
の

授
業
の
あ
り
方
に
こ
だ
わ
る
こ
と
で
、
本

物
の
食
べ
物
や
そ
れ
を
つ
く
っ
て
売
る
大

人
た
ち
と
出
会
え
ま
し
た
。
そ
う
し
て
対

地
域
・
対
企
業
と
の
つ
な
が
り
方
が
見
え

て
き
て
、
地
域
と
の
関
係
が
で
き
た
の
で

す
。

社
会
に
開
か
れ
た
学
校
の 

学
び
と
は
何
か
？

―
―
西
野
先
生
が
こ
れ
か
ら
取
り
組
み
た

い
テ
ー
マ
や
課
題
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

西
野
　
今
探
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
大
通
高
校
で
は

札
幌
や
世
の
中
の
課
題
に
挑

戦
す
る
子
ど
も
を
増
や
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
道

内
の
高
校
や
地
域
に
対
し
て

は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
グ
ル
メ
コ

ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
て
ほ
し

い
し
、
高
校
の
教
員
に
は
農

協
、
漁
協
、
市
役
所
な
ど

の
人
々
と
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た

り
、
私
も
含
め
て
お
金
に
強

く
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
つ
な
が
り
が
地
方

創
生
の
一
つ
の
基
盤
に
な
る

し
、
社
会
を
よ
く
し
て
い
く
と
思
っ
て
い

ま
す
。
き
っ
か
け
が
あ
れ
ば
、
学
校
も
地

域
も
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
を
実
感
し
て
き
ま
し
た
。

　
最
近
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
』

と
い
う
映
画
が
各
地
で
自
主
上
映
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
図
書
館
が
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
を
生
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
り
、

学
生
の
就
職
活
動
の
支
援
や
、
病
気
や

ホ
ー
ム
レ
ス
に
な
っ
た
時
の
一
時
避
難
場

所
に
な
る
よ
う
な
公
共
的
な
業
務
を
担
っ

て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
学
校
と
い
う
公

共
的
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
持
つ
可
能

性
を
追
求
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
を

超
え
た
「
社
会
に
参
画
し
社
会
を
変
え
て

い
く
教
育
課
程
」
の
あ
る
学
校
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。
も
う
少
し
具
体
的
に
教
え
て

ほ
し
い
の
で
す
が
、
大
通
高
校
の
授
業
の

次
の
段
階
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ

う
か
。

西
野
　
ミ
ツ
バ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
よ
り

教
科
横
断
的
な
授
業
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
数
学
で
は
ハ
チ
の
巣

の
「
ハ
ニ
カ
ム
構
造
」
に
つ
い
て
学
ぶ
、

国
語
で
は
生
徒
に
広
報
の
表
現
力
を
つ
け

る
教
材
を
開
発
す
る
な
ど
、
同
僚
の
先
生

方
が
提
案
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
通
高
校
も
創
立
11
年
目
を
迎
え
て
教
員

の
入
れ
替
わ
り
が
増
え
て
き
た
の
で
、
校

内
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
場
づ
く

り
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
授
業
に
対
す
る
考
え
方
を
共
有
化
す
る

た
め
、「
大
通
高
校
の
学
び
と
は
何
な
の

か
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
２
ヶ
月
に
１

回
、
全
校
の
教
員
研
修
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
私
は
今
ま
で
学
校
を
社
会
に
開
く
と

い
う
手
段
を
目
的
と
勘
違
い
し
て
い
た
の

で
、
社
会
に
開
か
れ
た
高
校
の
教
育
課
程

と
は
何
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

―
―
西
野
先
生
が
、
福
井
大
学
・
奈
良
女

子
大
学
・
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
連
合
教
職

大
学
院
に
通
う
理
由
は
何
で
し
ょ
う
か
。

西
野
　
教
職
大
学
院
で
理
論
面
を
学
ん

で
お
り
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
実
践
を
理

論
に
よ
っ
て
補
完
し
、
自
分
の
実
践
を
客

観
的
に
言
語
か
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
大
学
院
の
授
業
で
は『
７

つ
の
習
慣
』『
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
？
』
な
ど
の

本
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
ま
と
め
て
く
れ
て
、

そ
れ
に
つ
い
て
議
論
し
ま
す
。『
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
オ
ブ
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
』『
学
習
す

る
組
織
』
な
ど
、
経
営
や
組
織
文
化
の
本

を
読
ん
だ
り
、
全
国
各
地
の
先
生
方
と
出

会
う
中
で
い
ろ
い
ろ
と
刺
激
を
受
け
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス

ト
に
出
て
く
れ
た
各
高
校
の
地
元
グ
ル
メ

創
造
の
試
み
も
、
モ
デ
ル
や
パ
タ
ー
ン
と

し
て
残
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生徒が運営・接客する販売ブース。SDGsでの位置づけが書かれた看板も。
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松
村
　
本
日
は
「
利
他
の
心
」
と
高
等
学
校
の
新
必
履
修
科
目

で
あ
る
「
公
共
」
に
つ
い
て
、
座
談
会
形
式
で
議
論
を
進
め
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
立
命
館
大
学
稲
盛
経
営
哲
学
研
究
セ

ン
タ
ー
で
は
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
始
ま
る
文
科
省
新
学
習
指

導
要
領
の
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
に
基
づ
く
高
校

公
民
科
必
修
科
目
「
公
共
」
に
対
応
し
、「〝
利
他
〞
の
意
欲
・

態
度
を
培
い
公
共
的
な
課
題
に
向
か
う
青
年
を
育
成
す
る
教
育
」

の
普
及
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
座
談
会

に
先
立
っ
て
西
尾
さ
ん
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
公
共
」
教
科
書

の
第
一
章
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
倫
理
的
主
体
」
に
つ
い
て
ア
イ

デ
ア
を
膨
ら
ま
せ
て
来
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

西
尾
　
は
い
。
公
共
を
考
え
る
時
に
、
最
初
の
と
っ
か
か
り
は

「
人
間
と
は
ど
う
い
う
存
在
か
」か
ら
で
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

ア
リ
や
ハ
チ
の
例
を
出
し
な
が
ら
、
人
間
と
し
て
生
き
る
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
、
人
間
の
独
自
性
を
考
え
た
り
、
概
念
を
持
っ

て
い
た
り
す
る
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
は
個
体
ベ
ー
ス
。
そ
こ
か

ら
広
げ
て
、個
体
と
個
体
が
つ
な
が
っ
て
社
会
を
つ
く
る
。次
に
、

最
初
に
つ
く
っ
た
原
初
的
な
社
会
か
ら
そ
こ
を
超
え
て
文
化
と

向
き
合
う
。
最
終
的
に
は
社
会
と
社
会
が
交
わ
り
、
相
互
作
用

し
て
い
く
こ
と
を
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
最
後
に
考
え
さ
せ
た

い
の
は
自
然
の
中
で
生
き
る
こ
と
。
こ
れ
で
環
境
の
問
題
で
あ

る
と
か
、
フ
ォ
ー
カ
ス
す
べ
き
と
こ
ろ
は
覆
い
尽
く
せ
る
の
か

な
と
思
い
ま
す
。

金
井
　
今
言
わ
れ
た
社
会
的
動
物
と
し
て
の
人
間
の
独
自
性
に

つ
い
て
で
す
が
、
ア
リ
や
ハ
チ
だ
け
で
な
く
も
っ
と
人
間
に
近

い
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
な
ど
を
例
と
し
て
出
し
た
方
が
よ
く
わ
か
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

西
尾
　
そ
れ
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
言
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ア
リ
や
ハ
チ
は
生
き
残
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
切
実
な
事

情
で
群
れ
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
が
、
人
間
は
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ア
リ
や
ハ
チ
と
比
較
す
る
と
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
シ
ャ
ー

プ
に
な
り
ま
す
。
最
初
に
群
れ
と
社
会
と
は
違
う
と
い
う
こ
と

を
ま
ず
提
示
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

倉
石
　
そ
れ
で
何
を
や
る
の
か
を
知
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
人
間
と
そ
れ
以
外
の
生
物
の
違
い
は
「
ど
う
や
っ
て
生
き

る
の
か
」
と
共
に
、
自
分
自
身
で
考
え
て
い
る
／
い
な
い
と
い

う
の
が
一
番
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
尾
　
人
間
は
言
葉
を
使
い
、
そ
れ
に
よ
っ
て
価
値
判
断
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
伝
達
以
上
の
効
果
を
持
っ
て

い
ま
す
。
言
葉
は
相
手
の
行
為
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
ん

で
す
。

倉
石
　
人
間
の
つ
く
る
社
会
と
は
何
か
と
い
う
の
は
面
白
い

テ
ー
マ
で
す
が
、
抽
象
的
で
す
ね
。
そ
こ
に
ど
こ
か
ら
切
り
込

ん
で
生
徒
に
何
を
考
え
さ
せ
る
の
か
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。

西
尾
　
そ
れ
は
「
ア
リ
の
群
れ
と
人
間
の
社
会
は
ど
う
違
う
の

か
？
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

片
田
　
動
物
に
お
い
て
も
自
他
は
区
別
さ
れ
る
だ
ろ
う
け
ど
、

私
た
ち
が
「
敵
／
仲
間
」
を
意
識
す
る
際
は
直
情
的
な
も
の
に

よ
っ
て
世
界
を
分
割
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
は
り
ん
ご
を

概
念
と
し
て
用
い
る
事
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
本
能
的
な
欲
望

に
「
待
っ
た
」
を
か
け
て
、
世
界
を
複
雑
に
分
節
す
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
す
。

「
公
共
」の
教
材
に
何
を
用
い
る
か
。

片
田
　「
公
共
」
で
こ
う
し
た
問
を
考
え
て
い
く
時
、
学
校
現
場

の
教
員
に
は
生
徒
に
考
え
さ
せ
る
材
料
が
必
要
で
す
。
概
念
の

説
明
を
し
て
も
、
そ
れ
が
自
分
で
使
え
な
い
な
ら
意
味
が
な
い
。

そ
の
言
葉
を
生
徒
が
新
し
く
使
っ
て
世
界
の
見
え
方
が
変
わ
る

こ
と
が
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
う
す
る
と
教
材
の
テ
ー
マ
は
、「
面

白
い
！
」「
こ
れ
は
考
え
て
み
た
い
！
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
教
材
な
ら
議
論
す
る
形
で
進
め
て

い
け
る
は
ず
で
す
。

金
井
　
例
え
ば
、「
な
ぜ
大
学
に
行
く
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

素
朴
な
問
い
か
ら
進
め
て
い
く
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

片
田
　
そ
う
で
す
ね
。
み
ん
な
が
参
加
し
て
問
い
を
発
す
る
こ

と
に
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
に
学
び
と
し
て
概
念

が
獲
得
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
あ
ま
り
重
要
で
は
な
い
の
で
す
。

参
加
者

片
田 

孫 

朝
日
　
灘
中
学
高
校
公
民
科
教
諭

西
尾
慧
吾
　
イ
エ
ー
ル
大
学
３
回
生
（
哲
学
専
攻
）　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　

倉
石 

寛 

立
命
館
大
学
稲
盛
経
営
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
　
副
セ
ン
タ
ー
長
　
　

金
井
文
宏
　
同
　
客
員
教
授
　

司
会

松
村 

淳
　
同
　
客
員
助
教

利
他
の
心
と

新
教
科

「
公
共
」を

め
ぐ
る

対
話座談会
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西
尾
　
公
共
の
テ
ー
マ
は
「
よ
り
善
い
〇
〇
」
と
い
う
の
が
多

い
。
だ
か
ら
、「
善
い
〇
〇
」
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
の
が
最
初
に

あ
れ
ば
い
い
の
で
は
。
ア
リ
の
群
れ
と
社
会
の
違
い
を
述
べ
た

理
由
は
そ
れ
な
ん
で
す
。
既
存
の
「
善
い
社
会
」
と
は
、
効
率

が
重
視
さ
れ
る
社
会
で
す
よ
ね
。
そ
の
中
で
は
、
い
い
歯
車
に

な
る
の
が
善
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
も
と
も
と
本

来
人
間
が
目
指
す
べ
き
「
善
さ
」
で
は
な
い
こ
と
を
冒
頭
で
し
っ

か
り
と
呈
示
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
生
産
性
や

効
率
性
云
々
と
い
う
議
論
に
反
対
す
る
た
め
に
も
。

片
田
　
わ
か
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
を
や
る
な
ら
生
徒
が
と
っ

つ
き
や
す
い
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。
抽
象
度
が
高

す
ぎ
る
も
の
は
で
き
る
だ
け
避
け
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。
そ

う
し
な
い
と
概
念
の
説
明
に
な
っ
て
し
ま
う
。
例
え
ば
「
よ
い

家
族
と
は
ど
ん
な
家
族
？
」
あ
る
い
は
「
よ
い
学
校
と
は
？
」

と
尋
ね
て
い
く
。

　
こ
の
よ
う
に
私
た
ち
が
集
団
の
中
で
使
っ
て
い
る
「
善
い
」

は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
個
々
人
に
と
っ
て
も

「
善
い
」
が
違
う
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
具
体
的
に
み
ん
な
が
話
を

し
て
「
な
る
ほ
ど
」
と
思
う
よ
う
な
形
に
し
て
お
か
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。
人
間
は
「
善
い
」
を
巡
っ
て
考
え
ま
す
が
、
そ
れ

は
そ
の
集
団
の
機
能
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
集
団
に
よ
っ
て

期
待
さ
れ
る
も
の
が
違
う
の
で
す
。
そ
れ
を
調
整
し
、
議
論
し

な
が
ら
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
場
で
違
う
価
値
観
を
持
っ
て
い
る
人

間
が
共
に
つ
く
っ
て
い
く
よ
う
な
過
程
が
自
由
な
民
主
主
義
の

特
徴
だ
し
、「
公
共
」
で
育
て
た
い
市
民
の
あ
り
よ
う
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
、
実
践
を
や
り
な
が
ら
、
生
徒
み
ん
な

が
な
る
ほ
ど
と
思
う
も
の
を
冒
頭
に
も
っ
て
く
る
の
が
い
い
と

思
い
ま
す
。

西
尾
　
一
般
的
に
「
善
い
」
は
人
間
に
と
っ
て
基
本
的
に
快
の

一
種
で
す
。
考
え
る
と
い
う
の
は
「
善
く
生
き
る
」
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
。
健
康
や
お
金
の
こ
と
よ
り
も
、
魂
を
善
く
す
る
こ

と
が
大
事
だ
と
考
え
た
の
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
で
す
。
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
も
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
も
プ
ラ
ト
ン
も
「
公
共
的
」
で
す
。
今

は
「
公
共
的
」
な
も
の
だ
け
で
な
く
て
も
、
善
さ
は
肯
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
善
く
生
き
る
こ
と
や
、
そ
れ
に
つ
な
が
る
こ
と
を

最
初
の
導
入
に
持
っ
て
き
て
、
そ
こ
か
ら
い
く
つ
か
の
テ
ー
マ

を
引
っ
張
っ
て
次
の
展
開
に
繋
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

考
え
る
べ
き
テ
ー
マ
と
は
。

金
井
　「
よ
い
学
校
」
を
ス
タ
ー
ト
に
す
る
の
は
い
い
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、「
よ
い
」
は
社
会
的
正
義
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
世

の
中
に
は
利
他
的
な
人
ば
か
り
と
は
限
ら
な
い
。
個
人
の
欲
望

を
増
長
し
て
い
く
の
が「
よ
い
」と
す
る
利
己
的
な
人
も
い
ま
す
。

そ
う
い
う
場
合
、「
善
い
」
を
中
心
に
据
え
る
と
し
て
、
何
を
ど

の
よ
う
に
議
論
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
か
？

片
田
　
例
え
ば
意
見
が
違
う
と
き
に
、
果
た
し
て
人
間
が
つ
く

り
出
し
た
秩
序
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？
　
近
代

以
前
は
強
い
者
が
勝
つ
時
代
で
し
た
。
し
か
し
、
ギ
リ
シ
ャ
時

代
に
お
い
て
民
会
は
暴
力
沙
汰
に
は
な
ら
な
か
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
ア
ー
レ
ン
ト
が
そ
れ
を
高
く
評
価
す
る

の
で
す
。
民
会
は
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
議
論
す
る
場
で
す
。

つ
ま
り
パ
ブ
リ
ッ
ク
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
暴
力
で
秩
序

を
つ
く
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
る
人
が
あ
る
行
為
に
同
意
を
求

め
る
時
、
議
論
し
て
合
意
を
形
成
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で
す
。

暴
力
を
使
わ
ず
に
つ
く
る
秩
序
。
警
察
や
軍
隊
な
ど
制
度
の
話

を
ど
こ
ま
で
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
。

金
井
　
現
代
社
会
も
社
会
契
約
に
よ
り
秩
序
が
つ
く
ら
れ
て
い

る
と
認
識
す
る
こ
と
は
重
要
で
す
。

片
田
　
現
代
だ
と
議
論
で
合
意
を
つ
く
る
し
か
な
い
わ
け
で
す
。

そ
の
時
、「
そ
の
ル
ー
ル
は
俺
の
社
会
契
約
で
は
な
い
」
と
言
い

得
る
し
、
そ
れ
を
表
現
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。
し
か
し
、「
俺

は
こ
の
法
律
に
は
従
わ
な
い
」
と
い
う
の
は
近
代
で
は
当
然
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
社
会
に
は
、
法
が
あ
っ
て
暴
力
を

抑
止
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
揉
め
事
が
あ
っ
た
場
合
に
第
三
者

が
入
る
裁
判
所
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
私
的
制
裁
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
生
徒
に
考
え
さ
せ
る
テ
ー
マ
と
し
て
、

時
効
に
な
っ
た
犯
罪
者
に
対
し
て
、
私
的
制
裁
を
加
え
る
話
な

ど
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
身
内
を
殺
害
さ
れ
る
な
ど
し
た
事
件
に

対
し
て
、
私
た
ち
は
心
情
的
に
は
コ
ミ
ッ
ト
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
私
的
制
裁
は
な
ぜ
よ
く
な
い
の
だ
ろ
う
か
？
　
こ
う
い
う

こ
と
は
テ
ー
マ
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
い
は
、

暴
力
は
な
ぜ
国
家
が
管
理
し
、
独
占
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
の

か
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

金
井
　
暴
力
を
排
除
し
て
社
会
の
合
意
を
つ
く
る
、こ
れ
が
「
公

共
」
の
起
源
で
す
ね
。

片
田
　「
公
共
」
の
ト
ピ
ッ
ク
を
決
め
て
い
く
時
、
み
ん
な
で
議

論
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
善
を
目
指
し
て
き
た
こ
と
、
暴
力

や
国
家
な
ど
は
扱
い
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
あ
る
い
は
、
経
済

の
学
習
に
お
い
て
も
具
体
的
な
場
面
を
設
定
し
て
、
分
業
と
階

級
の
格
差
と
い
っ
た
高
校
生
で
も
想
像
し
や
す
い
も
の
に
す
る

の
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
ア
ル
バ
イ
ト
の
場
面
で
も
い
い
と
思
い

ま
す
。
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で
す
が
、
そ
れ
を

題
材
に
店
長
と
ア
ル
バ
イ
ト
と
世
界
資
本
、
利
益
と
お
金
の
分

配
の
仕
方
を
考
え
る
と
か
。

　
あ
と
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
の
株
主
や
お
金
が
ど
う
落
ち
る
の
か

と
い
っ
た
リ
ア
ル
な
場
面
を
使
う
。
生
徒
が
面
白
い
と
思
う
題

材
で
、
市
場
の
功
罪
を
考
え
さ
せ
た
い
で
す
ね
。
経
済
の
部
分

で
面
白
い
と
思
わ
せ
る
部
分
と
、
自
由
や
公
共
と
絡
め
て
展
開

す
る
と
よ
い
の
で
は
。
み
ん
な
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
な
ら
、

税
金
を
ど
れ
く
ら
い
か
け
る
か
、
職
場
の
民
主
制
や
株
主
の
発

言
や
組
合
な
ど
の
要
素
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

金
井
　「
公
共
」
で
は
20
近
く
の
テ
ー
マ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
指

導
要
領
に
例
示
し
て
い
る
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
倫
理
的
な
判
断

の
軸
と
社
会
的
な
判
断
の
軸
を
考
え
る
も
の
で
す
。
強
い
も
の

が
勝
つ
と
い
う
の
で
は
な
い
社
会
契
約
の
あ
り
方
な
ど
も
考
え

て
い
き
ま
す
。
第
二
章
で
は
法
、
政
治
、
経
済
な
ど
具
体
的
な

社
会
の
場
面
で
政
治
的
主
体
な
ど
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

片
田
　
国
家
と
裁
判
所
と
い
う
も
の
が
必
ず
テ
ー
マ
に
な
ら
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
　
み
ん
な
で
議
論
す
れ
ば

面
白
い
、
で
は
難
し
い
で
す
か
？

西
尾
　
み
ん
な
が
い
い
と
思
う
か
ら
い
い
、
と
い
う
の
は
危
う

い
で
す
よ
。「
現
代
社
会
」
の
授
業
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
み
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た
ら
、
奴
隷
制
が
あ
っ
た
方
が
い
い
と
い
う
意
見
も
少
な
く
な

か
っ
た
り
し
ま
す
か
ら
。

片
田
　
私
は
面
白
い
「
異
論
」
を
持
っ
て
き
て
考
え
る
の
は
興

味
深
い
と
思
い
ま
す
。「
体
罰
も
多
少
な
ら
許
さ
れ
る
の
で
は
？
」

な
ど
で
す
ね
。
つ
ま
り
、何
が
暴
力
と
み
な
さ
れ
る
の
か
と
い
っ

た
議
論
の
材
料
が
あ
れ
ば
い
い
。
あ
と
、
国
際
社
会
は
暴
力
を

乗
り
越
え
ら
れ
て
い
な
い
で
す
よ
ね
。
そ
れ
を
考
え
る
の
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

倉
石
　
な
る
ほ
ど
、
な
ぜ
暴
力
を
国
際
社
会
の
中
で
根
絶
で
き

な
い
の
か
？
　
そ
れ
を
体
罰
か
ら
考
え
る
。
そ
ん
な
テ
ー
マ
が

20
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

民
主
主
義
を
語
る
に
あ
た
っ
て
。

西
尾
　
そ
れ
か
ら
民
主
主
義
を
最
初
に
置
か
な
い
方
が
い
い
と

思
い
ま
す
。
善
と
民
主
主
義
と
は
一
直
線
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

せ
ん
。
ヒ
ト
ラ
ー
も
民
主
的
に
選
ば
れ
た
ん
で
す
。
み
ん
な
が

決
め
た
か
ら
善
で
は
な
い
。
こ
れ
は
ま
っ
た
く
別
の
問
題
で
す
。

「
合
意
が
あ
る
か
ら
い
い
」
と
い
う
の
で
は
ま
ず
い
、
と
最
初
に

言
う
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

片
田
　
し
か
し
、
自
由
な
社
会
で
は
そ
れ
以
外
の
方
法
が
な
い

の
も
事
実
。
言
い
得
る
こ
と
は
「
私
の
こ
と
を
で
き
る
だ
け
勝

手
に
決
め
な
い
で
！
そ
れ
は
私
が
決
め
る
。」
と
い
う
こ
と
。
そ

れ
が
自
由
と
い
う
概
念
の
中
心
で
す
。
そ
の
時
に
私
た
ち
の
こ

と
は
私
た
ち
で
決
め
る
の
は
外
せ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
民
主
主

義
し
か
な
い
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
を
選
ん
で
う
ま
く
い
か
な
い

な
ら
、
後
で
取
り
替
え
れ
ば
い
い
の
で
す
。

倉
石
　
民
主
主
義
は
数
の
論
理
と
い
う
側
面
が
あ
る
け
ど
、
数

の
論
理
だ
け
で
決
め
る
の
は
い
い
の
？

西
尾
　「
私
た
ち
の
こ
と
は
私
た
ち
で
決
め
る
」
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
相
応
の
責
任
を
負
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
民
主
主

義
は
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
暴
力
に
な
る
可
能
性
が
常
に
あ
り
ま
す

か
ら
。

片
田
　
民
主
主
義
は
み
ん
な
に
と
っ
て
の
善
さ
を
追
求
し
ま
す
。

そ
れ
が
ル
ソ
ー
の
一
般
意
思
で
す
。
多
数
決
と
は
違
い
ま
す
。

そ
れ
が
近
代
社
会
の
原
理
で
す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
、
公
共
と
い
う

も
の
は
み
ん
な
で
議
論
を
し
て
新
し
い
も
の
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
。
そ
の
面
白
さ
を
強
調
し
た
い
。
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
の

話
や
、
制
度
的
な
話
よ
り
も
。

金
井
　「
公
共
」
の
第
一
章
で
は
「
カ
ン
ト
と
ベ
ン
サ
ム
」
の
考

え
方
の
対
比
、そ
し
て
第
二
章
で
も「
起
業
」な
ど
と
い
っ
た
テ
ー

マ
が
指
導
要
領
で
は
出
て
き
ま
す
。
こ
こ
で
も
新
し
い
も
の
を

つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
議
論
は
で
き
ま
す
ね
。

片
田
　
た
だ
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
生
徒
が
食
ら
い
つ
く

よ
う
に
す
る
の
か
が
問
題
で
す
ね
。

倉
石
　
ど
こ
ら
へ
ん
に
ポ
イ
ン
ト
を
置
く
の
か
。
従
来
の
公
民
の

授
業
だ
と
、
論
じ
下
ろ
す
よ
う
な
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

片
田
　
そ
こ
は
う
ま
く
設
定
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
教
科

書
的
に
は
み
ん
な
で
倫
理
的
な
「
善
い
」
を
議
論
し
た
あ
と
に
、

現
代
社
会
の
政
治
経
済
の
課
題
が
く
る
と
い
う
構
成
で
い
い
の

で
す
か
？

金
井
　
指
導
要
領
で
は
そ
の
順
序
で
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

倉
石
　
第
１
章
は
哲
学
カ
フ
ェ
み
た
い
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

で
す
ね
。
中
身
は
と
も
か
く
、
人
間
は
よ
り
善
い
社
会
を
目
指

し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
身
や
試
み
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。
正
解
か
ど
う
か
は
別
で
す
が
、
よ
り
善
い
社
会
を
人

は
目
指
し
て
き
た
動
物
な
ん
だ
と
。「
よ
り
善
い
」
の
中
身
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
が
、
と
に
か
く
努
力
し
て
き
た
。
そ
れ
を
希
求
し

て
き
た
の
が
人
間
だ
と
伝
え
た
い
。

金
井
　
わ
か
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
で
も
論
じ
下
ろ
す
感
じ
に

な
り
ま
す
。
何
よ
り
も
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
で
き
る
か
が
大
事

で
し
ょ
う
。
よ
り
善
い
と
は
何
か
？
　
そ
れ
を
問
う
の
だ
と
。

生
徒
に
よ
っ
て
は
「
自
分
は
１
千
万
円
の
年
収
を
稼
ぎ
た
い
」

と
い
う
者
も
い
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
の
「
善
い
」

を
他
者
に
き
ち
ん
と
説
明
し
て
議
論
で
き
る
か
ど
う
か
が
重
要

で
す
。

生
徒
に
自
己
開
示
を
促
す
に
は
。

片
田
　
う
ま
い
導
入
と
構
成
を
工
夫
す
れ
ば
い
け
る
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
生
徒
に
自
己
開
示
さ
せ
る
の
は
難
し
い
。
特
に
自

分
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
触
れ
さ
せ
る
の
は
。

倉
石
　
誰
で
も
自
分
の
存
在
や
弱
い
部
分
に
触
れ
る
の
は
難
し

い
よ
ね
。

片
田
　
た
だ
、
自
己
開
示
は
ど
う
い
う
雰
囲
気
で
や
る
の
か
に

も
よ
り
ま
す
。
安
心
で
き
る
ク
ラ
ス
の
人
間
関
係
が
あ
れ
ば
あ

り
得
る
。
も
っ
と
も
実
存
に
根
ざ
し
た
問
い
、「
母
親
が
ど
う
」

と
か
は
面
白
い
例
が
な
い
と
ダ
メ
で
し
ょ
う
。「
ど
う
し
て
嘘
を

つ
く
の
は
善
く
な
い
の
か
」
と
、
聞
い
て
く
る
生
徒
が
い
る
ん

で
す
が
、
そ
の
生
徒
は
親
と
の
関
係
の
中
で
む
し
ろ
嘘
を
つ
く

ほ
う
が
善
い
の
で
は
と
思
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
嘘
を
つ
く
ほ

う
が
善
い
場
合
も
あ
る
。
な
の
に
嘘
は
本
当
に
善
く
な
い
と
い

え
る
の
か
？
　
良
い
嘘
も
あ
る
の
で
は
？
　
み
ん
な
も
一
緒
に
考

え
る
。
そ
れ
を
議
論
す
る
だ
け
で
も
意
味
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

金
井
　
た
だ
、
議
論
で
終
わ
る
の
は
よ
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

次
の
段
階
と
し
て
人
間
の
進
歩
と
か
叡
智
と
か
を
志
向
し
た
い

で
す
ね
。

片
田
　
導
入
で
持
っ
て
き
た
い
イ
メ
ー
ジ
は
、
言
葉
を
使
っ
て

い
い
も
の
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
う
あ

り
た
い
と
い
う
ロ
マ
ン
を
持
ち
な
が
ら
、
よ
り
い
い
こ
と
に
つ

い
て
追
求
す
る
人
間
に
気
づ
き
、
み
ん
な
で
話
し
合
う
こ
と
の

重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
。
材
料
的
に
は
学
級
の
運
営
で
も

家
族
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
教
科
書
な
の
で
、
ど
こ

か
で
カ
ン
ト
や
ベ
ン
サ
ム
の
話
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

カ
ン
ト
と
ベ
ン
サ
ム
か
ら
何
を
学
ぶ
か
。

倉
石
　
確
か
に
そ
う
な
ん
で
す
が
、
カ
ン
ト
や
ベ
ン
サ
ム
を
理

念
的
に
学
ば
な
く
て
も
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
カ
ン
ト
的

な
考
え
に
近
づ
い
て
い
く
と
い
う
の
が
い
い
で
す
ね
。

片
田
　
ベ
ン
サ
ム
は
当
時
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
思
想
家
。
庶
民
も

含
め
て
み
ん
な
が
一
人
の
人
間
だ
と
言
っ
た
。
彼
は
当
時
の
人

間
と
し
て
は
極
め
て
珍
し
く
、
女
性
も
同
性
愛
者
の
権
利
も
認

め
て
い
た
ん
で
す
。

倉
石
　
カ
ン
ト
は
個
人
の
尊
厳
を
大
事
に
す
る
。
対
し
て
ベ
ン
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サ
ム
は
多
数
決
を
大
事
に
す
る
人
で
す
ね
。

西
尾
　
あ
と
、
カ
ン
ト
は
理
性
的
な
判
断
を
す
る
に
は
「
こ
う

す
べ
き
」
と
い
い
ま
す
ね
。
実
践
理
性
が
求
め
る
の
は
こ
う
だ

ろ
う
と
。

片
田
　
神
無
き
社
会
に
あ
っ
て
も
理
性
的
に
人
は
一
致
す
る
だ

ろ
う
と
。
そ
れ
を
理
想
と
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
脈
は
キ
リ

ス
ト
教
と
ど
う
向
き
合
う
か
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
カ
ン
ト

と
ベ
ン
サ
ム
で
は
、「
多
数
が
よ
け
れ
ば
い
い
の
か
？
」
を
考
え

さ
せ
る
の
で
い
い
の
で
す
ね
。

西
尾
　
カ
ン
ト
は
そ
の
も
の
自
体
が
善
で
あ
る
も
の
を
最
高
善

と
し
ま
し
た
。
一
方
、
ミ
ル
は
そ
れ
に
よ
っ
て
快
楽
が
得
ら
れ

る
こ
と
以
外
に
善
は
な
い
だ
ろ
う
と
説
い
た
。
ミ
ル
は
ベ
ン
サ

ム
が
嫌
い
で
し
た
。
ミ
ル
は
「
満
足
し
た
豚
よ
り
も
不
安
な
ソ

ク
ラ
テ
ス
に
な
れ
」
と
言
っ
た
。
ミ
ル
は
と
て
も
倫
理
的
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
で
産
業
革
命
が
起
こ
り
始
め
て
、
貴
族
と
対
立
し
ま

す
。
貴
族
も
分
を
わ
き
ま
え
ろ
と
。
カ
ン
ト
は
倫
理
的
で
、
ベ

ン
サ
ム
は
快
楽
主
義
と
一
義
的
に
言
う
の
は
よ
く
な
い
。

片
田
　
民
主
主
義
は
少
数
意
見
も
尊
重
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
で
は
多
数
決
で
は
少
数
意
見
は
ど
う
な
る
の
か
？
　
そ

し
て
、
少
数
意
見
も
大
事
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
？

西
尾
　
そ
こ
だ
け
で
ベ
ン
サ
ム
と
カ
ン
ト
を
理
解
し
た
こ
と
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
ミ
ル
を
置
く
こ
と
で
植
民
地
主
義
が

わ
か
り
ま
す
。
ラ
ン
ク
の
高
い
快
楽
を
最
大
化
す
る
の
が
い
い

と
い
う
理
屈
が
植
民
地
主
義
に
使
わ
れ
る
の
で
す
。
ア
フ
リ
カ

人
の
快
楽
よ
り
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
快
楽
が
上
位
に
な
る
と
い

う
考
え
で
す
ね
。

「
公
共
」は
哲
学
で
は
な
い
。

倉
石
　
と
は
い
え
、
こ
こ
で
哲
学
史
の
講
義
を
す
る
わ
け
で
は

な
い
で
す
か
ら
ね
。

片
田
　
そ
う
な
の
で
す
。
多
数
決
と
個
々
人
の
尊
重
、
自
由
と

意
思
決
定
と
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
は
対
立

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
ど
う
い
う
方
法
で
展
開
さ
せ
る
の
が

い
い
か
と
い
う
話
で
す
ね
。

金
井
　
そ
の
場
合
は
「
原
発
」
な
ど
具
体
的
な
課
題
を
設
定
し

て
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

倉
石
　「
原
発
」
を
題
材
に
す
れ
ば
、
最
大
多
数
の
最
大
幸
福
の

議
論
に
な
り
ま
す
。
温
暖
化
と
か
も
。
で
も
、
そ
れ
で
あ
る
地

域
の
人
が
不
幸
に
な
る
こ
と
は
い
い
の
か
な
？
　
そ
れ
を
考
え

さ
せ
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

西
尾
　
一
つ
は
「
原
発
と
福
島
」
か
「
沖
縄
と
基
地
」、
も
う
一

つ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
話
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

片
田
　
わ
か
り
ま
す
が
、
僕
が
つ
く
る
な
ら
そ
の
題
材
は
相
当

気
を
使
い
ま
す
ね
。
人
間
に
は
人
権
、
善
を
積
み
上
げ
て
き
た

歴
史
が
あ
り
、
そ
れ
を
大
事
に
し
た
い
。
そ
れ
は
多
数
決
で
決

め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
。
こ
う
い
う
議

論
を
す
る
時
は
、
自
分
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
ろ
う
と
マ
ジ
ョ

リ
テ
ィ
で
あ
ろ
う
と
、
み
ん
な
に
と
っ
て
の
「
善
い
」
を
追
求

す
る
か
ら
難
し
い
ん
で
す
。

倉
石
　
こ
こ
で
言
う
「
み
ん
な
」
と
は
ど
こ
ま
で
入
る
の
で
し
ょ

う
か
？

片
田
　
そ
の
「
み
ん
な
」
を
増
や
し
て
き
た
の
が
人
類
社
会
の

歴
史
で
す
。
国
連
と
か
。
多
数
決
を
す
る
時
の
内
容
は
、
そ
れ

が
み
ん
な
に
と
っ
て
善
い
か
ど
う
か
で
あ
っ
て
、
決
し
て
多
数

派
に
と
っ
て
の
善
い
で
は
な
い
こ
と
。
そ
れ
は
き
ち
ん
と
確
認

す
る
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
掃
除
を
学
級
で
す
る

と
い
う
時
、
解
決
の
方
法
を
上
で
み
ん
な
で
決
め
て
し
ま
っ
て
、

押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
下
に
下
ろ
し
て
当
事
者
が
議
論
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

倉
石
　
上
か
ら
下
ろ
す
の
で
は
な
い
と
理
解
し
た
上
で
考
え
る

こ
と
が
大
事
だ
ね
。

片
田
　
権
限
を
下
に
下
ろ
し
て
い
っ
て
、そ
こ
で
合
意
を
つ
く
っ

て
い
く
。「
俺
は
掃
除
は
し
た
く
な
い
」
と
い
う
人
間
が
い
た
と

し
て
、
掃
除
は
し
な
い
が
、
そ
の
代
わ
り
汚
く
て
も
い
い
と
い

う
の
は
可
能
な
の
か
？
　
そ
う
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

倉
石
　
し
か
し
、
そ
う
し
た
例
は
実
際
に
な
い
の
で
は
？

片
田
　
地
域
や
学
校
に
よ
っ
て
テ
ー
マ
が
異
な
り
ま
す
。
自
治

と
み
ん
な
の
た
め
と
い
う
の
が
あ
れ
ば
、
導
入
と
し
て
は
い
い

の
で
は
。
毎
回
議
論
す
る
な
ら
、
相
当
面
白
い
も
の
に
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
れ
で
20
近
く
も
準
備
す
る
の
は
骨
が
折
れ
る
で

し
ょ
う
ね
。

「
公
共
」と
利
他
の
心
の
接
点
。

松
村
　
そ
ろ
そ
ろ
ま
と
め
の
議
論
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
か
ら
、
今
回
の
議
論
を
総
括
す
る
か
た
ち
で
、
西
尾

さ
ん
と
片
田
さ
ん
に
一
言
ず
つ
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

西
尾
　
最
初
の
方
で
も
言
い
ま
し
た
が
、「
公
共
」
の
教
科
書
を

考
え
る
時
に
、
ま
ず
は
「
人
間
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
く
ら

い
か
ら
始
め
て
、
次
に
ア
リ
や
ハ
チ
の
例
を
出
し
な
が
ら
、
個

体
ベ
ー
ス
の
人
間
の
独
自
性
を
考
え
る
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
そ
こ
か
ら
広
げ
て
、
個
体
と
個
体
が
つ
な
が
っ
て
社
会

と
文
化
を
つ
く
る
フ
ェ
ー
ズ
に
入
り
、
最
終
的
に
は
社
会
と
社

会
が
交
わ
っ
て
い
く
、
相
互
作
用
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い

く
の
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

片
田
　
い
ろ
い
ろ
言
い
ま
し
た
が
、
大
事
な
こ
と
は
近
代
社
会

の
特
徴
は
近
親
性
を
超
越
し
た
「
み
ん
な
」
を
志
向
し
て
い
く

こ
と
で
す
。「
み
ん
な
」と
は「
な
ん
ぴ
と（
何
人
）」で
あ
ろ
う
と
、

み
ん
な
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
う
し
た
想
像
力
を
ど
の
よ
う

に
涵
養
で
き
る
の
か
が
、
こ
の
教
科
書
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
あ
と
、
実
際
に
授
業
を
す
る
な
ら
、

い
ろ
い
ろ
と
工
夫
も
必
要
だ
な
と
い
う
の
が
正
直
な
感
想
で
す
。

松
村
　
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
片
田
さ
ん

が
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
我
々
の
社
会
は
近
親
的
な
親
密
性
を
超

え
た
「
み
ん
な
」
を
、
ど
こ
ま
で
押
し
広
げ
て
い
け
る
か
と
い

う
試
み
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
他
者
に
対
す
る
想
像
力
が
涵

養
さ
れ
た
な
ら
、
そ
の
先
に
あ
る
も
の
は
、
他
者
の
利
益
を
考

え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
稲
盛
経
営
哲
学
が
教
え

る
と
こ
ろ
で
あ
る
「
利
他
の
心
」
そ
の
も
の
で
す
。
本
教
科
書

を
貫
く
１
本
の
軸
は
、
や
は
り
「
利
他
の
心
」
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
今
一
度
確
認
し
ま
し
て
、
本
座
談
会
を
締
め
さ
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
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利
他
の
心

　
〜
人
類
の
歩
み
が
語
る
人
の
在
り
方
〜

京
セ
ラ
・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
・
Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ル
ー
プ
を
哲
学
経
営
で
率
い
て
き
た
稲
盛
和
夫
氏
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
社
員
の
皆
さ
ん
が
稲
盛
哲
学
を
ど
の
よ
う
に
咀
嚼
し
、

自
分
の
も
の
と
し
て
い
る
の
か
、
仕
事
で
の
実
践
に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
き
し
ま
す
。

今
回
は
、
立
命
館
大
学
稲
盛
経
営
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
倉
石
寛
が

「
利
他
の
心
」
に
つ
い
て
学
問
的
な
考
察
を
し
ま
す
。

立
命
館
大
学
稲
盛
経
営
哲
学
研
究
セ
ン
タ
ー
　
副
セ
ン
タ
ー
長

倉
石 

寛

私
の

稲
盛

哲
学

Pe
rso
n

vol .10

マ
イ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ

　
人
間
は
利
他
的
な
生
き
物
で
あ
る
。
そ

れ
は
、「
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
か
ら
」

と
い
っ
た
、
追
い
込
ま
れ
て
の
選
択
と
い

う
よ
り
、
意
志
を
持
っ
て
切
り
拓
い
て
き

た
在
り
方
に
思
う
。
稲
盛
さ
ん
は
「
利
他
」

は
宇
宙
の
摂
理
だ
と
言
わ
れ
る
。
利
他
は
、

何
か
人
を
超
え
た
存
在
か
ら
与
え
ら
れ
た

観
念
と
い
う
よ
り
、
何
十
万
年
に
及
ぶ
人

類
の
生
へ
の
努
力
を
通
じ
て
、
摂
理
が
そ

の
姿
を
具
現
し
て
い
っ
た
と
も
言
え
る
。

共
食
、
と
も
に
食
べ
る
楽
し
さ

　
食
が
人
間
に
限
ら
ず
生
き
物
に
と
っ
て

最
も
大
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
人
類
は
、
そ
の
生
ま
れ
た
時

か
ら
、
ほ
か
の
類
人
猿
に
は
無
い
〝
共
食
〞

と
い
う
生
き
方
を
し
て
き
た
。
親
子
の
場

合
は
当
た
り
前
だ
が
、
大
人
に
な
っ
て
も

人
間
は
サ
ル
な
ど
と
違
っ
て
誰
か
と
一
緒
に

食
べ
る
。
ニ
ホ
ン
ザ
ル
で
は
食
事
は
強
い

も
の
か
ら
口
に
す
る
。
食
べ
物
は
大
切
な

だ
け
、
そ
れ
は
争
い
の
も
と
に
な
り
、
サ

ル
は
争
い
を
避
け
る
た
め
に
強
い
順
に
食
べ
物
を

手
に
し
、
分
散
し
て
一
人
で
そ
れ
を
食
べ
る
が
、

人
類
は
共
に
食
べ
る
途
、「
分
ち
あ
い
」
を
選
び

生
き
て
き
た
。
何
故
だ
ろ
う
。
人
類
学
は
次
の

よ
う
な
人
類
の
歩
み
を
探
り
当
て
た
。
人
間
は

他
の
動
物
と
違
い
、
生
ま
れ
た
子
供
が
大
人
に

な
る
ま
で
、
格
段
に
時
間
が
か
か
る
。
初
め
に

脳
、
そ
し
て
身
体
と
、
大
人
に
育
つ
ま
で
に
は

15
、
16
年
、
し
か
も
多
産
な
の
で
、
子
を
育
て

る
に
は
親
だ
け
で
は
難
し
く
家
族
以
外
の
助
力

が
必
要
と
な
る
。
と
も
に
食
べ
る
こ
と
を
通
じ
て

家
族
以
外
の
他
者
と
の
関
係
を
築
く
、
食
事
は

食
べ
る
だ
け
で
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

で
あ
り
、
お
互
い
の
心
を
通
わ
せ
て
信
頼
関
係

を
築
い
て
い
く
場
だ
っ
た
。

な
ぜ
、
悲
し
い
時
、
痛
む
の
は
　
　
　
　
　

頭
で
な
く
胸
な
の
だ
ろ
う

　
人
は
悲
し
み
に
あ
る
時
、〝
胸
が
痛
む
〞。
心

が
痛
ん
だ
り
す
る
の
は
脳
の
機
能
な
の
に
、
な

ぜ
胸
な
の
だ
ろ
う
。
赤
ん
坊
は
胸
に
抱
く
と
泣

き
止
む
の
は
、
お
母
さ
ん
の
胎
内
に
い
た
時
に
お

母
さ
ん
の
心
臓
の
鼓
動
を
聞
い
て
安
心
す
る
か

ら
だ
と
言
わ
れ
る
。
母
親
と
赤
ち
ゃ
ん
は
世
界

を
共
有
し
て
い
る
の
だ
。
頭
脳
は「
あ
な
た
と
私
」

だ
が
、
感
情
に
よ
る
心
臓
の
拍
動
は
胸
で
感
じ

て
い
る
。
そ
し
て
、
母
親
以
外
の
人
に
委
ね
る

と
き
は
、
母
親
が
語
り
か
け
る
か
の
よ
う
な
独

特
の
音
調
で
子
守
歌
を
歌
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
音
調
は
ほ
ぼ
世
界
共
通
で
音
楽
の
起
源
と

な
っ
て
い
っ
た
。
ア
ラ
ス
カ
の
イ
ヌ
イ
ッ
ト
は
狩

り
に
出
な
い
時
に
は
一
緒
に
歌
を
歌
う
。
狩
り
の

時
の
行
動
の
リ
ズ
ム
を
忘
れ
な
い
た
め
に
歌
う

と
言
う
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー

ム
が
試
合
の
前
に
歌
い
踊
る
〝
ハ
カ
〞
は
出
陣
の

歌
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
で
は
、
い
つ
も
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
人
と
の
交
信
は
ど
う
す
る
の
だ
ろ
う
。
違

う
集
団
の
人
々
と
の
交
信
を
可
能
に
し
た
の
が
、

言
葉
や
詩
と
そ
れ
ら
が
可
能
に
し
た
想
像
力

だ
っ
た
。
見
え
な
い
も
の
、
例
え
ば
自
分
が
経

験
し
た
こ
と
を
他
者
に
表
現
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
い
っ
た
。言
葉
や
詩
に
よ
る
想
像
力
は
、

遠
い
地
に
生
き
る
人
々
と
心
を
通
わ
せ
る
共
感

力
を
高
め
、
と
も
に
生
き
る
世
界
を
人
類
は
拡

大
し
て
き
た
。

　
人
は
、子
供
を
育
て
て
い
く
た
め
に
、人
類
は
、

そ
の
は
る
か
な
旅
の
中
で
、〝
共
感
力
〞
を
高
め
、

と
も
に
生
き
る
と
い
う
在
り
方
を
選
ん
だ
。

　
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
問
い
に
答
え
て
　「
我
々
は
遠

く
か
ら
来
た
、
そ
し
て
遠
く
ま
で
行
く
の
だ
」


